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６
月
26
日
～
28
日
、
比
和
地
域
で

本
年
度
第
１
回
目
と
な
る
、「
庄
原

さ
と
や
ま
留
学
（
お
試
し
留
学
）」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
７
人
の
若
者
が
参
加

し
、
地
域
の
暮
ら
し
や
仕
事
、
文
化

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、「
比
和
自
然
科
学
博
物

館
」
で
地
域
の
自
然
や
歴
史
を
学
び
、

モ
グ
ラ
の
毛
皮
に
触
れ
る
な
ど
比
和
な

ら
で
は
の
魅
力
を
体
感
。
そ
の
後
、
カ

フ
ェ
「
ノ
ラ
の
家
」
で
コ
ー
ヒ
ー
の
焙

煎
を
体
験
し
、
店
主
の
滝た

き
が
わ川
夫
妻
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
メ
イ
ン
の
農
業
体
験
を

実
施
。「
白
根
り
ん
ご
農
園
」
で
は

リ
ン
ゴ
の
摘
果
作
業
に
取
り
組
み
、

「
株
式
会
社
宝ほ

う
き
ょ
う郷
」
で
は
農
業
機
械

の
試
乗
や
田
植
え
後
の
補
植
を
体
験

し
ま
し
た
。
普
段
触
れ
る
機
会
の
少

な
い
農
作
業
を
通
し
て
、
農
業
の
大

変
さ
や
魅
力
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
地
域
住
民
の
案
内

で
、
比
和
の
歴
史
的
景
観
や
棚
田
、

観
音
滝
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
巡
り
、

比ひ
わ
や
ま
は
ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ

和
山
八
幡
神
社
で
は
伝
統
神
楽
も

体
験
。
地
域
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。　
　

　

お
試
し
留
学
の
最
後
は
、「
庄
原

フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
会
を
開
催
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
交

通
、
情
報
発
信
な
ど
８
つ
の
観
点
か

ら
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
７
月

12
日
に
口
和
町
「
鮎
の
里
公
園
」
で
、

７
月
17
日
に
「
県
立
広
島
大
学
庄
原

キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
の
「
川
の
ご
み
拾
い
大

作
戦
＆
鮎
釣
り
名
人
を
見
に
行
こ

う
！
」
に
は
、
県
内
か
ら
12
人
が
参

加
。
西
城
川
の
清
掃
で
は
、
そ
の
美

し
い
自
然
と
景
観
を
守
ろ
う
と
、
参

加
者
が
協
力
し
て
刈
っ
た
草
や
流

木
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
自
然
を
目
に
見
え
る
形
で

守
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
西
城
川
漁
業
協
同
組

合
・
津つ

が
わ川
明あ

き
ふ
み文
組
合
長
の
説
明
の
下
、

鮎
の
友
釣
り
を
見
学
し
、
日
本
の
伝

統
的
な
釣
法
に
興
味
深
く
見
入
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
活
動
の
最
後
に

は
鮎
の
塩
焼
き
定
食
を
味
わ
い
、
西

城
川
の
自
然
や
食
の
魅
力
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　

７
月
17
日
の
「『
関
係
人
口
創
出
』

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
交
流
会
」に
は
、

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
７
人
が
参
加
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
庄
原
の
特
産

品
を
味
わ
い
な
が
ら
、
庄
原
で
や
っ

て
み
た
い
こ
と
や
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
自
由

に
意
見
を
交
わ
し
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
３
日
間
を
通
じ
て
、
参
加
者

は
庄
原
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
、
人

の
温
か
さ
に
触
れ
、「
次
は
２
週
間

の
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
い
」
と

話
す
参
加
者
も
い
る
な
ど
、
関
係
人

口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
充
実
し
た
留

学
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
活
動
報
告
は
、
庄
原
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
や
り
た

い
こ
と
を
庄
原
で
形
に
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
が
見
え
た
」
と
い
っ
た
感
想
も
寄

せ
ら
れ
、
庄
原
と
の
新
た
な
つ
な
が

り
を
育
む
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
後

も
本
市
に
関
心
を
持
つ
人
と
の
つ
な

が
り
を
広
げ
、
交
流
を
深
め
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

誰もが尊重される社会を学ぶ
第23回認知症講座

アナログ音源に耳を澄ませる
球
きゅうがく

楽達人の集い

言葉に込めた「私の思い」
第21回英語スピーチ大会

高齢者
福祉課

口和
支所

教育
指導課

政策
企画課

政策
企画課

講演する山中さん親子

レコードの音色に聞き入る来館者たち

堂々とスピーチする徳
とくなが

永呼
こ は る

春さん
（小学生の部）

しょうばら国際交流協会会長賞を
受賞した橋本一慶さん

　

６
月
27
日
、
み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー

ル
で「
第
23
回
認
知
症
講
座
」を
開
催
し
、

約
３
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
、
地
域
共
生
社
会
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
、
医
療
法
人
社
団
聖
仁

会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
41
歳
で
若
年
性
認
知
症
と

診
断
さ
れ
、
日
本
認
知
症
本
人
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
代
表
理
事
を
務
め
る
山や

ま
な
か中
し

の
ぶ
さ
ん
と
、
息
子
の
蓮れ

ん

さ
ん
が
「
ひ
と

り
じ
ゃ
な
い
き
！
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
し
の
ぶ
さ
ん
は
、「
認
知
症
に
な
っ

て
も
『
ひ
と
り
で
は
な
い
』
と
思
え
る
居

場
所
が
大
切
。『
本
人
』『
家
族
』『
専
門

職
』『
地
域
・
社
会
』
が
希
望
を
共
有
し
、

一
緒
に
動
く
こ
と
が
大
切
」
と
、
自
身
の

経
験
を
交
え
な
が
ら
語
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
和わ

だ田
行ゆ

き
お男
さ
ん
の
司
会

進
行
で
、
山
中
さ
ん
親
子
と
戸
谷
医
院

の
戸と

だ
に谷
修し

ゅ
う
じ二
医
師
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、
口
和
郷
土
資
料
館

で
、
自
慢
の
自
作
真
空
管
ア
ン
プ

を
持
ち
寄
っ
て
レ
コ
ー
ド
な
ど
を

楽
し
む
「
球き

ゅ
う
が
く楽
達
人
の
集
い
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
「
達
人
」
は
「
自
称
達
人
」
の

意
味
で
、
自
分
で
製
作
し
た
真

空
管
ア
ン
プ
を
持
ち
寄
っ
て
、
レ

コ
ー
ド
な
ど
を
試
聴
し
ま
す
。

　

38
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
県

内
外
か
ら
約
80
人
の
フ
ァ
ン
が
来

館
し
、
試
聴
室
は
満
席
に
。
５
〜

６
台
の
ア
ン
プ
で
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
ど
が
流
さ
れ
、
真
空
管

な
ら
で
は
の
「
耳
に
優
し
く
自
然

な
音
」
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。

　

来
館
者
は
、
ア
ン
プ
ご
と
に
異

な
る
個
性
豊
か
な
音
色
に
じ
っ
く

り
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
11
月
1
日
㈰
に
開
催
予

定
で
す
。

お試し留学で感じる、比和の暮らしと自然
令和８年度第１回お試し留学（比和地域）

交流イベントで庄原の魅力を体感！
庄原ファンクラブ関連イベント

田んぼに入り、補植作業に挑戦！

庄原への思いを語り合う学生たち

香りや色の変化を感じながら焙煎を体験

熟練の技が光る友釣りを興味深く見学

◀庄原ファンクラブ
　ホームページ

　

６
月
14
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
「
第
21
回
英
語
ス
ピ
ー

チ
大
会
」
を
、
庄
原
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
し
ょ
う
ば
ら
国
際
交
流

協
会
、
市
教
育
委
員
会
の
３
者
合

同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
で
は
19
人
の
児
童

が
出
場
。「
自
己
紹
介
」
や
「
将
来

の
夢
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

緊
張
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
英

語
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
部
に
は
16
人
が
出
場

し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
や
挑
戦
、

自
ら
の
経
験
な
ど
を
堂
々
と
ス

ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

　

総
領
中
３
年
の
平ひ

ら
た田
七な

な
み海
さ
ん

は
「M

y Secret

」（
私
の
秘
密
）

と
題
し
、
小
学
４
年
生
か
ら
続
け

て
い
る
「
ひ
み
つ
日
記
」
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

　

喜
び
も
悲
し
み
も
受
け
止
め
て

く
れ
た
日
記
を
「
私
を
静
か
に
応

援
し
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
」
と

表
現
し
、
過
去
を
振
り
返
る
こ
と

で
感
じ
た
自
身
の
成
長
と
こ
れ
か

ら
の
決
意
を
、
力
強
く
語
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
中
学
生
の
部
で
は
厳
正

な
審
査
が
行
わ
れ
、
庄
原
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞
を
は
じ
め
と

す
る
三
賞
と
特
別
賞
が
決
定
し
、

受
賞
者
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

第
21
回
英
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
　
　

受
賞
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

庄
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

大お
お
さ
か坂　

奈な

お央
（
高
野
中
２
年
）

し
ょ
う
ば
ら
国
際
交
流
協
会
会
長
賞

橋は
し
も
と本　

一い
っ
け
い慶
（
西
城
中
３
年
）

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

平ひ
ら
た田　

七な
な
み海
（
総
領
中
３
年
）

特
別
賞
　

光み
つ
も
と元
杏あ

か

り

香
里
（
比
和
中
２
年
）

伊だ

て達　

美み

お桜
（
高
野
中
３
年
）
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６
月
29
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
、

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
井い

ざ
わ澤

継つ

ぐ

お男
さ
ん
、
赤あ

か

ぎ木
忠た

だ
の
り德
さ
ん
、

森も
り
す
え末
一ひ

ふ

み

二
三
さ
ん
、
青あ

お
な
み波
倍ま

す
み己
さ

ん
で
、
出
席
者
は
、
八や

た
が
い谷
恭き

ょ
う
す
け介
市

長
と
自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部

の
田た

む
ら村
知さ

と
し史
本
部
長
連
名
の
委
嘱

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

募
集
相
談
員
は
、
各
地
域
で
入

隊
希
望
者
へ
の
情
報
提
供
や
、
自

衛
官
募
集
の
広
報
活
動
な
ど
に
取

り
組
み
、
地
域
と
自
衛
隊
の
架
け

橋
と
し
て
支
援
し
ま
す
。

　

八
谷
市
長
は
委
嘱
式
で
、「
自

衛
隊
は
、
我
が
国
の
平
和
と
安
全

を
守
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
。

若
い
世
代
が
自
衛
隊
の
役
割
や
魅

力
を
知
り
、
自
衛
官
へ
の
志
を
抱

い
て
く
れ
る
よ
う
、
お
力
添
え
を

賜
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
、

７
月
６
日
に
株
式
会
社
フ
レ
ス
タ

本
社
で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
か
か
る
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
令
和
７
年
度
に
、
株

式
会
社
松
原
組
（
福
山
市
）
と
株

式
会
社
フ
レ
ス
タ（
広
島
市
）か
ら
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
通

じ
て
寄
付
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
に
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
両
社
の
代
表
者
や
社

員
ら
が
出
席
。
感
謝
状
の
贈
呈
に

合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
活
動

や
本
市
へ
の
思
い
、
地
域
の
未
来

像
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
寄
付
は
、
市

の
将
来
像
で
あ
る
「
安
心
な
暮
ら

し
が
充
実
し
、
庄
原
に
関
わ
る
人

の
未
来
が
つ
な
が
っ
て
い
く
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
企
業
の
意
向
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
多
く
の
事
業
者

か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

６
月
27
日
、
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
の

貸
切
列
車
イ
ベ
ン
ト
「
日
本
酒
列
車
」

に
、
市
の
関
係
者
や
蔵
元
ら
が
乗
り

込
み
、「
庄
原
ヒ
バ
ゴ
ン
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
と
し
て
庄
原
の
魅
力
を
大
々
的

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
チ
ケ
ッ
ト
は
過
去
最
速

の
発
売
30
分
で
完
売
。
当
日
は
約

１
２
０
人
の
参
加
者
が
、
本
市
が
誇

る
５
つ
の
蔵
元
の
地
酒
や
、
地
元
食

材
を
使
っ
た
特
製
ち
ら
し
寿
司
弁
当

＆
酒し

ゅ
こ
う肴
セ
ッ
ト
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

車
内
で
は
、
蔵
元
や
庄
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
ス
タ
ッ
フ
ら
が
日
本
酒
の
特
徴
や

芸
備
線
、
ヒ
バ
ゴ
ン
の
魅
力
を
熱
く

語
り
、
車
内
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
発
着
駅
の
万
博
記

念
公
園
駅
で
は
「
庄
原
観
光
物
産
展
」

も
同
時
開
催
し
、
多
く
の
駅
利
用
者

に
特
産
品
や
銘
菓
を
販
売
。
関
西
の

皆
さ
ん
に
庄
原
の
味
と
魅
力
を
届
け

る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

総務課

経営
戦略課

観光
振興課

地域と自衛隊をつなぐ「架け橋」に
自衛官募集相談員委嘱式

企業版ふるさと納税で市を応援
地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）にかかる感謝状贈呈式

地酒と美食で庄原を満喫！
庄原ヒバゴンエクスプレス運行

左から八谷市長、井澤さん、森末さん、
青波さん、田村本部長

株式会社松原組へ感謝状を贈呈株式会社フレスタへ感謝状を贈呈

地酒を手に乾杯を交わす乗客の皆さん
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